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事業計画 

（基本方針） 

● 浪江町の道路・上下水道等の公共インフラは、帰還困難区域を除きおおむね復旧して

いる。今後は、生活インフラの完全復旧の実現、引き続き土地利用に合わせた道路整備

に取り組んでいく。 

● 農業用水路などの農業インフラ整備が課題となっていることから、引き続き確実な復旧

工事を実施することにより町内の営農再開を支援する。 

● 帰還困難区域については、復興・再生の核となる「特定復興再生拠点」を中心としたま

ちづくり・地域づくりを推進する必要があるため、国に徹底した除染を求め、インフラ整

備・生活環境整備等をすすめる。 

（復旧の概要） 

● 平成２９年３月３１日に居住制限区域及び避難指示解除準備区域が解除され、生活に

必須となる道路・上下水道等のインフラは、おおむね復旧済みの状態となっている。 

● 令和３年度には、平成２３年３月発生の地震の影響による一部区間以外の新規３道路

整備（津波被災関係）が完了した。また、浪江町役場本庁舎の第３期改修工事が完了し

た。 

● 帰還困難区域においては、令和５年３月３１日に特定復興再生拠点区域の避難指示 

が解除され、復旧を進めている。また、帰還困難区域のうち、特定帰還居住区域につい 

ては、令和６年６月より、除染等が開始されたところであり、避難指示解除を目指し、居住 

環境整備等の検討を行っていく。 



インフラ復旧の工程表（福島県浪江町） 令和7年3月末現在

４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月

海岸

海岸対策
１地区海岸
（農地海岸）

県
堤防全半壊、沈下等
（H30までに１箇所完了 中浜）

海岸対策
３地区海岸
（建設海岸）

県 堤防全半壊、沈下等

海岸対策
１地区海岸
（漁港海岸）

県 堤防全半壊、沈下等

二級河川
（津波被災箇所：請戸川、高瀬
川）

県 護岸流失、河岸浸食

二級河川
（津波被災箇所以外：高瀬川） 県 堤防全半壊、沈下等

漁港施設災害復旧事業
（請戸漁港）

県
漁港施設（防波堤・岸壁等）の地盤
沈下や崩壊

町道小熊田宮田線他４路線 浪江町
盛土材液状化、道路陥没、積ブロッ
ク亀裂、橋梁段差

町道小熊田宮田線道路改築
（変更・追加）

浪江町 -

復興拠点道路事業
（道路３路線）
（変更・追加）

浪江町 -

上川原橋 浪江町 橋脚座屈

酒井橋・小野田橋 浪江町 橋脚座屈

道路災害復旧（解除区域）
完了：34箇所
工事未了：0箇所
未査定：0箇所

浪江町
積ブロック亀裂、擁壁倒壊、路肩崩
壊、盛土材液状化、道路陥没

事業
整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降

高瀬川：H30.8月完了
請戸川：R3.11月完了

高瀬川：R3.8月完了

R3.3月完了

道路

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

備考・ポイント等

R3.3月完了

R2.3月完了

H31.3完了

復旧工事完了

復旧工事完了

河川

漁港

：工程が見込めるもの ：工程が現時点で見込みにくいも

様式２「工程表」



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

道路災害復旧（帰還困難）
完了：30箇所
工事未了：0箇所
未査定：0箇所

浪江町
路肩崩落、路面洗掘
路面クラック、路面沈下、路面陥没

町道災害復旧事業
（満開橋）

浪江町 橋台破損、橋脚座屈

苅野取水場等
（送水・配水設備、基幹配水管）

浪江町 復旧

谷津田取水場等
（送水・配水設備、基幹配水管）

浪江町 復旧

小野田取水場等
（送水・配水設備、基幹配水管）

浪江町 一部復旧

・小野田取水場建設工事
・小野田配水場建設工事
・小野田送水管布設工事

を令和7年3月までに完了する

整備完了

大堀取水場等
（送水・配水設備、基幹配水管）

浪江町 復旧

災害公営住宅・防災集団移転住
宅地区内配水管（幾世橋地区）

浪江町 新規事業

津波被災地防災集団移転先へ
の配水管布設（請戸地区）

浪江町

基幹配水管 浪江町 復旧
・管網モデルに基づく基幹管路整備
を令和8年3月までに完了する

・管網モデルに基づく基幹管路整備
を令和8年3月までに完了する

・管網モデルに基づく基幹管路整備
を令和8年3月までに完了する

基幹配水管 浪江町 復旧
・酒井地区の配水管布設替工事
を令和10年3月までに完了する

・酒井地区の配水管布設替工事
を令和10年3月までに完了する

・酒井地区の配水管布設替工事
を令和10年3月までに完了する

配水管
（下水道エリア）

浪江町 復旧

配水管
（農集排エリア）

浪江町 復旧

公共下水道

公共下水道事業
浪江浄化ｾﾝﾀｰ

浪江町
停止中
敷地全体の地盤沈下
配管断裂

公共下水道事業
管渠（幾世橋地区）

浪江町
液状化によるマンホールの浮き上が
りや、管路破断によると思われる道
路面の沈下多数あり

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

令和6年度完了

復旧工事完了

工事完了

工事完了

令和7年度完了予定

上水道

復旧工事完了

復旧工事完了

令和9年度完了予定

詳細設計委託 工事発注

DB工事



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

公共下水道事業
管渠（権現堂地区）

浪江町
液状化によるマンホールの浮き上が
りや、管路破断によると思われる道
路面の沈下多数あり

公共下水道事業
管渠（樋渡･川添地区）

浪江町
液状化によるマンホールの浮き上が
りや、管路破断によると思われる道
路面の沈下多数あり

公共下水道事業
放流管

浪江町
地盤沈下に伴う緩勾配化により流下
能力減少
管破断の可能性あり

(新規）災害公営住宅・防災集団
移転住宅地区内管渠

浪江町 新規事業

農業集落排水

農業集落排水事業
高瀬浄化ｾﾝﾀｰ

浪江町
敷地全体の地盤沈下
屋内地下施設水没

農業集落排水事業
管渠

浪江町
液状化によるマンホールの浮き上が
りや、管路破断によると思われる道
路面の沈下多数あり

農地(南棚塩地区) 浪江町 被害甚大

農地（請戸地区）
福島県 被害甚大

事務委託同意・本同意取得を実施し、令
和7年3月末までに土地改良法における
施行申請を完了する。

事務委託同意・本同意取得を実施した。
同意取得に時間を要したことから、土地
改良法における施行申請は令和7年5月
完了予定となった。

測量・設計に着手する。

農業用水路 浪江町 被害甚大 営農意向に応じた用排水路の復旧
農業用水路保全整備工事

（高瀬・樋渡・末森地区 など）
営農意欲に応じた用排水路の復旧

（高瀬地区 など）

農業用水路
（帰還困難区域）

浪江町 被害甚大
特定帰還居住区域内における農業用排
水系統調査（大堀、井手、小丸地区）

未実施 実施予定なし

ため池 浪江町 目視のため被害詳細は確認できず
再対策5池完了
（繰越3池・継続1池・R6発注1池）

再対策5池完了 再対策１池実施

ため池
（帰還困難区域）

浪江町 目視のため被害詳細は確認できず
再対策2池発注
基礎調査6池発注
詳細調査実施設計2池発注

再対策2池対策中。
基礎調査・詳細調査実施設計6池完了

再対策7池実施

パイプライン 浪江町 パイプラインの破損
パイプライン復旧工事
（経年劣化の対応）

未実施 経年劣化に対応した復旧工事

林道施設 浪江町 法面崩壊、路面一部浸食
避難指示解除区域を中心とした林道点検
林道復旧に係る調査 一式
林道復旧工事 1箇所

林道復旧工事 1箇所 継続的な林道点検の実施

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

特定帰還居住区域内ため池対策(4池)は除染及び
営農再開状況により判断

震災起因の復旧工事完了

復旧工事完了

復旧工事完了

農林業施設

復旧工事完了

再対策工事

再対策工事
基礎調査・詳細調査・実施設計・対策工事

営農意欲に応じた用排水路の復

旧

経年劣化に対応した復旧工事

林道点検

工事着手法手続き 事業着手(測量・実施設計)



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

防災林造成事業
（浪江）

県
・地震により海岸防災林の地盤が沈
下するとともに、森林が津波により流
失した。

・植生基盤盛土工
2.11ha完了（前年度繰越分）
・植栽工
2.59ha着手 5.40ha完了
（前年度繰越分）

・植生基盤盛土工
2.19ha完了（前年度繰越分）
・植栽工
3.04ha着手 5.84ha完了
（前年度繰越分）

・植生基盤盛土工
6.13ha着手 6.13ha完了
・植栽工
5.44ha着手 5.44ha完了

役場庁舎 浪江町
水道及び下水道配管が敷地内で破
損
建物と敷地の段差

浪江町役場津島支所
（農業構造改善センター）

浪江町 主だった被害なし 解体 解体待ち 解体

北棚塩集会所 浪江町 未調査

地区集会所修繕支援 浪江町 未調査
地区集会施設修築等事業補助金制度の
運用

実績なし 事業予定なし

防災行政無線 浪江町 津波により5基損壊

区域再編に伴う施設整備
休憩所、仮設トイレ、診療所 浪江町

建物は軽微な修繕必要
電気、機械設備は未調査
【仮設トイレ】
・令和6年度 １２箇所２４基設置

【仮設トイレ】
・保守管理の実施
・特定復興再生拠点区域の解除に伴う一
部撤去の実施

【仮設トイレ】
・保守管理の実施
・特定復興再生拠点区域の解除に伴う一
部撤去の実施

【仮設トイレ】
・保守管理の実施

６箇所１２基設置

消防屯所 浪江町 長期避難による修繕 等
特定復興再生拠点内の屯所解体
（11箇所）［環境省事業］

実施なし
特定復興再生拠点内の屯所解体
（11箇所）［環境省事業］はＲ７年度へ延
期

特定復興再生拠点内の屯所解体
（11箇所のうち９箇所）を実施予定［環境
省事業］

浪江小学校、幾世橋小学校 浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

浪江東中学校 浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

浪江中学校、苅野小学校、大堀
小学校、西地区共同給食調理
場、苅野幼稚園、大堀幼稚園

浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

帰還困難区域内学校
津島小学校、津島中学校、津島
地区共同給食調理場

浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

継続して利活用について検討する。

津島小・中学校活用について募集した
が、適用団体がマッチングせず、解体申
請をした。津島地区共同調理場の解体申
請

津島小中学校については解体申請中。
津島地区共同調理場については、R7年
度以降解体予定。

解体（時期未定）

令和7年度完了予定

解体予定（時期未定）
３者立会い（R7.5.12予定）

解体工事完了

完了

海岸防災林の再生

役場等公共施設

完了

学校教育施設等

解体工事済み

なみえ創成小学校及び中学校として運営中
（H29年度に大規模修繕済み）

解体工事済み

津島地区共同調理場はR7年度委以降の解体予
定。小中学校については、R8年度以降の解体予
定

解体

保守・管理委託 保守・管理委託

用地取得、植生基盤盛土工、植栽工の実施



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

津波被災地区内学校
請戸小学校、東地区共同給食調
理場

浪江町 津波被災

浪江高等学校 福島県
目視による被害状況の確認を行って
いる。校舎のヘアクラックなどが確認
されている。

住民帰還や小・中学校の再開後の状況
を踏まえながら、今後の在り方の検討

今後の在り方の検討
住民帰還や小・中学校の再開後の状況
を踏まえながら、今後の在り方の検討

浪江高等学校津島校 福島県
目視による被害状況の確認を行って
いる。校舎のヘアクラックなどが確認
されている。

住民帰還などの状況を踏まえながら、今
後の在り方の検討

今後の在り方の検討
住民帰還などの状況を踏まえながら、今
後の在り方の検討

ふれあいセンターなみえ（浪江町
中央公民館）

浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

地域スポーツセンター 浪江町
被害の主なものとしては、ガラス破
損、漏水、外構被害、壁面破損、天
井破損 など

大堀公民館 浪江町 半壊状態

浪江診療所 浪江町 新規事業

津島診療所復旧事業 浪江町 大きな被害なし 解体工事 ― 解体工事

園舎・付属施設等の被害調査 浪江町 未調査 ―

コスモス保育園 浪江町 未調査

津島保育所 浪江町 未調査 継続して利活用について検討する。 継続して利活用について検討 継続して利活用について検討する

浪江児童館 浪江町 津波流失

認定こども園 浪江町

現在休校中としており、今後の在り方を検討中。
（住民の帰還状況、小・中学校の再開後の状況を
考慮しながら、今後の在り方を検討する。）

現在休校中としており、今後の在り方を検討中。
（住民の帰還状況を考慮しながら、今後の在り方
を検討する。）

令和3年度完了

社会教育施設等

完了

令和元年12月議会においてコスモス保育園及び
浪江町児童館を廃止

工事完了（ふれあい交流センター）
令和4年6月開館予定。

校舎等検討委員会からは「町で利活用を考え、特
にない場合は解体もやむを得ない。」との答申を

受けた。

令和元年度12月議会において条例廃止

完了

住宅

改修工事完了

解体工事完了

完了

福祉施設

解体工事



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

災害公営住宅（幾世橋地区） 浪江町 新規事業

津波被災地防災集団移転
（請戸地区）

浪江町 新規事業

再生賃貸住宅
（幾世橋地区、津島地区、権現堂
地区）

浪江町 新規事業 実施設計の完了 実施設計
実施設計4/30まで
建築工事7月公告予定

町営住宅
（既設・津島地区以外） 浪江町 未調査

町営住宅
（既設・津島地区） 浪江町 未調査

環境省による解体事業外となった生活用
水確保用の井戸ポンプ室等の解体

解体完了

しらうめ荘 浪江町 未調査

浪江町復興計画の策定 浪江町 -
浪江町復興計画【第三次】の後期計画策
定に向け、人口動態などの基礎調査や既
存施策の検証等を行う。

浪江町復興計画【第三次】の後期計画策
定に向け、基礎調査を実施し、後期計画
に向けた素案を作成した。

後期計画の素案をもとに、後期計画の策
定を目指す。

進行管理・評価

中心市街地 浪江町 -
造成工事、建築実施設計、建物等解体工
事、地権者交渉等

造成実施設計、建築基本設計、建物等解
体工事、地権者交渉等

造成実施設計、建築基本設計、建物等解
体工事、地権者交渉等

特定復興拠点整備 浪江町 -
にぎわい創出のため、地域振興策の検
討・実施。

特定復興再生拠点区域において、「大せ
とまつり」、「つしま肉まつり」等のイベント
を開催

にぎわい創出のため、地域振興策の検
討・実施。

交流施設整備 浪江町 - 実施設計業務委託

商業施設整備 浪江町 -
実施設計業務（集合店舗・個別店舗）
キーテナント公募（集合店舗）
テナント募集（個別店舗）

キーテナント公募（集合店舗）を行い、審
査の結果、5月21日にイオン東北株式会
社をキーテナント予定者として決定。出店
条件などを整理の上、イオン東北株式会
社内部での経営会議などを経て、R7年度
9月を目標に出店契約を締結する予定。

実施設計業務（集合店舗・個別店舗）を
進める中で、事業費が膨らんだことから
見直しを図り、集合店舗は計上を一部変
更することとなり、見直し期間等により6か
月程度工程に遅れが生じた。また、個別
店舗については、事業の見直しを行うこと
とし、本事業からは一旦見送りとした。

実施設計業務（集合店舗）
キーテナント事業者との出店契約
建設工事契約（集合店舗）

R10年4月開店

先行除染 国 警察署、消防署等の除染実施済み

面的除染 国

平成２４年１１月
特別地域内除染実施計画策定
平成２５年１２月
特別地域内除染実施計画一部改定
平成２９年３月
面的除染完了

平成29年9月入居開始

令和2年10月入居開始

幾世橋：平成29年7月入居開始
津島：令和5年4月入居開始

平成30年3月入居開始（御殿南住宅）

R6解体工事完了

解体工事完了

復興まちづくり

令和12年で復興計画【第三次】後期計画の終期を
迎えるので、それ以降の計画については適宜検
討。

令和7年2月にスケジュールを変更。

令和6年度以降も特定復興再生拠点区域の復興
再生に向けた各施策には継続して取り組むもの

の、【特定復興再生拠点区域復興再生計画】の計
画期間は令和5年3月末で終期を迎えたことから、

本表から削除。

除染

設計の一部見直しにより期間に6か月程度遅れが
生じており、開店予定を令和8年4月⇒令和10年4

月に変更。

パブリックコメントの実施・復興計画【第三次】後期計画策定

復興計画【第三次】後期計画の進捗管理・評価

建築工事実施設計

造成工事

その他設計、工事等

解体工事

建築実施設計・地権者交渉等

実施設計業務

出店契約

工事設計・発注
建設工事

テナント準備期間



４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月 ４月 ７月 １０月 １月
事業

整備
主体

被災/稼働状況
R６年度の目標
（R6.9.27公表）

R６年度に実施
したこと(成果）

R７年度に実施
すること（目標）

R７年度 R８年度 R９年度
R10年度以降 備考・ポイント等

フォローアップ除染 国
必要に応じて、除染のフォローアップ
を実施

必要に応じて、除染のフォローアップ
を実施する。

除染のフォローアップを実施した。
必要に応じて、除染のフォローアップ
を実施する。

仮置場 国 除染仮置場（7ヶ所）
引き続き、除去土壌等の管理、中間
貯蔵施設等への輸送、原状回復を実
施する。

保管中の除去土壌等を中間貯蔵施設
へ輸送した（継続中）。
搬出済みの仮置場2箇所について、原
状回復を完了し、返地（1箇所返地済
み、1箇所R7.3.31返地予定）。

引き続き、除去土壌等の管理、中間
貯蔵施設等への輸送、原状回復を実
施する。

（帰還困難区域）
特定復興再生拠点区域内の除
染・廃棄物処理

国
計画に基づき、除染・廃棄物処理を
実施

計画に基づき、除染・廃棄物処理を実施
する。

計画に基づき除染・廃棄物処理を実施
し、令和７年１月末時点で除染は概ね実
施済み。令和７年１月末時点で家屋等の
解体の進捗率（申請受付件数比）は約
86％。

計画に基づき、除染・廃棄物処理を実施
する。

（帰還困難区域）
特定帰還居住区域内の除染・廃
棄物処理

国 特定帰還居住区域の設定
計画に基づき、除染・廃棄物処理を実施
する。

令和６年６月20日より、除染や家屋等の
解体に着手した。

計画に基づき、除染・廃棄物処理を実施
する。

対策地域内廃棄物処理 国
（仮設焼却施設）
稼働終了

令和７年度中に浪江町仮設焼却施設を解体・撤去
予定

・帰還困難区域・拠点関連

・帰還困難区域・特定帰還居住区域関連

災害廃棄物処理

除去土壌等の管理、中間貯蔵施設等への輸送、原状回復

計画に基づく除染・廃棄物処理等

計画に基づく除染・廃棄物処理等





廃棄物処理 ○ 

・被災家屋等の解体撤去工事が完了(4,003 件解体撤去

済) 

・仮設焼却施設 稼働終了 

未定 

【凡例】◎：復旧済・機能回復済 、○：復旧中・建設中 、△：調査計画中、▽：未着手 、―：該当なし、被災なし  







 


